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メソポタミア王国の提案 

 

1. ファイサル首長をメソポタミア初代国王にするという提案を検討するに際し、

以下の項目においてそのメリットとデメリットを表明することを妥当とする。 

（A）フランスがファイサルに反対する原因 

（B）ファイサルに対する現地民の反対 

（C）ファイサルを選ぶメリット 

（D）要約と結論 

2. フランスがファイサルに反対する原因 

(a) サイクス・ピコ協定の条文が周知されて以降、ファイサルとフランス人は反

目しあってきた。その原因は、サイクス・ピコ協定がフセイン・マクマホン書簡の

精神に反していることにある。フセイン・マクマホン書簡では、戦争に勝てば、連

合国はアラブ民族の独立国家の樹立を認めるとしていた。 

20 世紀を中心とする学術一次資料を提供する Gale のプラットフォーム 

アーカイヴズ・アンバウンド 

Archives Unbound  
～中東をケーススタディとして～ 

センゲージ ラーニング株式会社 

前回に続き、Gale の歴史資料をご提供するプラットフォーム、Archives 
Unbound を利用したケーススタディをご紹介します。今回は、中東を例に取

り上げ、Archives Unbound でどのような資料がヒットし、それらの資料からど

のようなことが分かるか、一例を示します。 

アラブの春、シリア内戦、パレスチナ問題、イラク戦争終結後も続く治安悪

化、イランとアメリカの関係改善の兆し、「イスラム国」の台頭など、中東の

様々なニュースが日々取り上げられています。これらの問題を理解するには

複雑化するグローバルな政治経済の中で読み解くと共に、問題の起源や歴

史的経緯を訪ねてみることも必要です。 
現在の中東問題の起源は20世紀初頭まで遡ります。第一次大戦が勃発し、この地を支配していたオスマントルコが

ドイツ陣営に参戦、その一方で、イギリスとフランスが、対ドイツ戦を有利に進めることで戦後当地で一定の影響力を行

使しようと、関係勢力と外交協定を結んだことが発端です。イギリスが、オスマントルコ帝国内の被支配民族であったア

ラブ人の独立を承認したフセイン・マクマホン協定、同じくイギリスがパレスチナをユダヤ人の郷土とすることを承認した

バルフォア宣言、イギリス、フランス間で戦後の中東の国境線を定めたサイクス・ピコ協定。これらすべてが第一次大戦

中に定められましたが、このうち、サイクス・ピコ協定とフセイン・マクマホン協定に焦点を当て、両協定の内容、背景、

当事者たちの思惑、そして結果を Archives Unbound に収録された資料を検索し、探ってみます。 

◆サイクス・ピコ協定を調べる◆ 
 

 
1921 年 2 月 17 日の陸軍省の極秘（secret）文書です。サイクス・ピコ協定以降、ファイサルとフランスの関係が悪化

していることが述べられています。ファイサルは、フセイン・マクマホン協定の当事者の一人で、アラブ民族の有力者フ

セインの息子です。それでは、ファイサルとフランスの対立は、具体的にはどのようなものだったのでしょうか。 
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しかしながら、英仏間で締結されたサイクス・ピコ協定は、フセイン率いる独

立アラブ国家の北部領域を外国の支配下に置くことを定め、それらの地域

は以下の 3 つの区域に分けられた。 

(i)  地図上で青く塗られたフランス領沿岸地域 

(ii)  フランスが優先的利害をもつ A 地域 

(iii) イギリスが優先的利害をもつ B 地域 

同協定によれば、アラブ民族独立国家はアラビア半島一帯に建国され、A

地域はフランスが、B 地域はイギリスが優先的利害をもつものの、青く塗ら

れたフランス領と A 地域の境界線を巡り、フランスとアラブ人の間で紛糾

し、ついに、フランスはファイサルをダマスカス（A 地域に属する）から武力

で追放するに至った。 

同じページに次の記述があります。 

以下は、文書に添付された地図です。 
 
 
現在のシリア、レバノン、イラク、イラン西部、

サウジアラビア、ヨルダン、イスラエルをカ

バーしており、サイクス・ピコ協定で定めら

れた、フランスが優先的利害をもつ A 地域、

イギリスが優先的利害をもつ B 地域、左上に黒く塗られている

細長いフランス領（実際には青色）が示され、地図の右上に、

区分線の意味するところが述べられています。 
 
 

・アラビア半島を囲む太い実線＝フセイン・マクマホン協定で定められたアラブ国家の境界線 
・A 地域と B 地域を隔てる実線＝サイクス・ピコ協定による英仏境界線 
・地中海沿岸の細長いフランス領の南部の斜線地域＝パレスチナ委任統治領 

この地図には、フセイン・マクマホン協定とサイクス・ピコ協定という二つの歴史的協定が描かれています。極秘文書の

記述と照らし合わせると、協定締結直後のアラブ地域をめぐるイギリス、フランス、アラブ民族の思惑が伝わってきます。

前ページで紹介した極秘文書の前半部分ではファイサルとフランスの対立が、単に二つの外交協定が矛盾し合って

いることに原因があるとされていましたが、地図を参照することで、どの地域を巡る争いだったのかが明確になります。 

◆フセイン・マクマホン協定を調べる◆ 

 

この米国国務省の外交文書の中で、駐パレスチア米国総領事、Paul 
Knabenshue が国務長官にフセイン・マクマホン往復書簡の写しを送

ったことが報告されています。送付された年代が判読しにくいですが、

国務長官閣下 

拝啓 

有名でありながら、部分的にしか知られていない、エジプト駐在イギリス高等弁

務官サー・ヘンリー・マクマホンとメッカ知事（シェリフ）フセインが 1915 年から

1916 年にかけて交わした往復書簡の完全ファイルの写しを、国務省の機密情

報のために同封いたします。 
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おそらく 1930 年頃と思われます。 

◆フセイン・ファイサルら関係人物の写真を検索する◆ 
ところで、フセインやファイサルとはどのような人物なのでしょうか。人物をイメージするには、写真が便

利です。 

左の写真は 1923 年 11 月 19 日にバグダッドで撮影されたものです。前列の椅子に腰かけている 3 人が、フセイン・マク

マホン協定の一方の当事者フセインの三人の息子（左から、イラク国王ファイサル 1 世、トランスヨルダン首長アブドゥッラー、

アリ）です。アブドゥッラーは現在のヨルダン国王アブドゥッラー1 世の曽祖父です。 
右の写真は第一次世界大戦の講和会議が開かれたヴェルサイユで撮影されたもので、会議に派遣されたファイサル代

表団と顧問一行です。中央がファイサルです。後方右から 3 人目の人物は、T.E.ロレンスです。「アラビアのロレンス」と呼ば

れる伝説的人物で、第一次大戦中はイギリスの軍人としてアラブ民族の反乱を支援、講和会議にはファイサルの顧問として

参加しました。 
 

◆ロレンスに関する記事を検索する◆ 
次にロレンスに関する記事を検索してみます。ロレンスの当時の階級は大佐（colonel）です。 

 

上記の修正を行なった上で、イギリスはメッカ知事

より提案された国境線内に含まれる領域内におけ

るアラブ人の独立を承認し支持する用意がある。 

マクマホンからフセインに宛てられた

1915 年 10 月 24 日付書簡（部分）

ロレンス大佐がファイサルに会うためにパリに戻ること

に関し、重大な懸念が投げかけられている。ロレンス

は、シリアをめぐって我が国とフランスが紛糾している

原因と見なされている。いずれにせよ、ロレンスは陸軍

省か講和会議代表団の命令の下に行動しなければなら

ない。 

パリ講和会議時のイギリス外務省の書簡



     vol.36 no.3 (2015) 

4               ©KINOKUNIYA COMPANY LTD. 
 

書簡では、ロレンスがシリアを巡る英仏間の紛糾の原因とされています。先にサイクス・ピコ協定の資料を紹介したとき

に、ファイサルとフランスが対立していたという記述がありましたが、ファイサルの盟友であるロレンスも、フランスと対立

し、英仏の同盟関係に亀裂を生じかねないという懸念がイギリス政府内で生じていることが分かります。そして、シリアと

は、先にサイクス・ピコ協定に関して紹介した文書の中で「フランス領沿岸地域」と「フランスが優先的利害をもつ A 地

域」に該当します。フランスが領土的関心をもつ地域をめぐる英仏間の紛糾の原因が、他でもなくロレンスであるとされ

ているのです。 

 

 

 

同年 6 月にメソポタミアで勃発した反英暴動の原因をめぐり議会でも論議が巻き起こっていたこと、ロレンスのタイムズ

紙への投書によってアラブ民族反乱の原因とその要求が判明しつつある状況が述べられています。 

Archives Unbound から離れますが、Gale のデータベース、The Times Digital Archive でタイムズ紙の該当

記事を参照してみます。 

 
「シリアにおけるファイサルの政府は･･･政情が安定し」とある通り、ファイサルがシリアを統治していた頃の

記事です。この後、ファイサルはフランスによりシリアを武力で追放されます。おそらくロレンスとしては、

盟友ファイサルのシリア統治を後押しするために、タイムズ紙という媒体の力を借りて世論を喚起しようとし

たのでしょう。 

（メソポタミアの）反乱勃発の原因について、いまだに説得力のある説明はなされていない。（7 月 22 日、庶民院で首相は「反乱勃発の原因を

把握していない」と発言している。）しかし、おそらくロレンス大佐のタイムズ紙への投稿他から判断すれば、イギリスは民族主義者と戦って

いるのであり、彼等はイギリスの諮問の下、独立政府の樹立を要求している、というのが大方の見解であろう。 

1920 年 8 月にインド省内で回覧された極秘（Secret）文書

中東に関する今週の庶民院の議論で、あるベテラン

議員より、イギリスの委任統治が順調であるにも関

わらず、メソポタミアのアラブ人がイギリスに対して

武装蜂起したことに対して、驚きの念が表明された。

議員の驚きは新聞報道の至るところでこだましてい

るが、私にはそれが新しいアジアと最近 5 年間の歴

史の誤解に由来するものと思われるため、この場を

借りて中東情勢についての私の解釈を披歴したい。 

戦時中、アラブ人がトルコに反乱したのは、トルコ政

府が悪政を施いていたからではなく、彼らが独立を

欲していたからである。アラブ人が生命の危険を冒

してまで闘ったのは、主人を変え、イギリス王の臣民

になるためではなく、自らの独立を勝ち取るためで

ある。 

アラブ人が独立国家をもつに相応しいかどうかは、

今後問われるであろう。美質だけで自由を獲得する

ことはできない。ブルガリア人もアフガニスタン人も

タヒチ人も美質を有している。・・・・・シリアにおける

ファイサルの政府は完全に独立を達成して 2 年が経

過し、今では政情は安定し、公共サービスが提供さ

れている。 

1920年7月23日付、タイムズ紙に掲載されたロレン

スの投書 

「アラブ民族の権利: メソポタミアのイギリスの政策」 

1919年9月11日付、タイムズ紙に掲載

されたロレンスの投書 

「シリア問題」 
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Archives Unbound に戻り、もう一つ、ロレンス関連の記事を紹介

します。1921 年 3 月にカイロで、中東とイラクの将来を論議する

ための会議が開催され、ロレンスも参加しました。右は、その時の

会議の記録です。会議を主宰したのは、出席者名にも名前が挙がっ

ているウィンストン・チャーチル。当時は植民地大臣でした。 
 
◆カイロ会議の資料を検索する◆ 

 
 

ロレンスが参加したカイロ会議に関する資料を検索してみ

ると、写真がヒットします。カイロ会議に参加した人々の

集合写真です。中央にいるのがチャーチルです。 

 

 
 

 
◆ガートルード・ベルに関する資料を検索する◆ 
ところで、カイロ会議の集合写真の左の方に帽

子を被った女性が写っています。この人は、先

に紹介した1921年3月12日の会議の参加者と

してチャーチルやロレンスとともに名前の挙が

っていたガートルード・ベルです。そこで、ベ

ルに関する資料を検索してみます。 
 
ガートルード・ベルは考古学者として中東各地

を探検し、アラビア語を操り、アラブの文化と

民族に精通していた才媛です。アラブに関する

豊富な知識を持つベルは、第一次大戦が勃発す

ると、イギリス政府から顧問として招請され、様々な助言を行ないました。左上の写真は 1910 年、政府の職

に就く前に撮影されたものです。右上の文書は「シリア情勢とイラクに対する関係」と題した 1925 年 11 月 3
日付のベルの報告です。 

 
カイロ会議では、クルド人の地位もテーマになりました。クルド人問題を巡っては、ロレンスとベルの間で意

見の対立があったことが、会議の記録から分かります。 
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◆イラク王国成立に関する資料を検索する◆ 
最後に、ファイサルを国王としてイラク王国が成立した事情を伝える文書をみてみましょう。 

 

イギリス領事からフセインに宛てられた、ファイサルのイ

ラク国王選出を知らせる書簡です。イラクはイギリスの委

任統治の下、ファイサル国王の下、イラク王国を形成、1930
年代にはイギリスからの独立を果たし、中東政治の一角を

占めるに至ります。 
 
以上、1915 年から 1916 年にかけてサイクス・ピコ協定、フセイン・マクマホン協定が結ばれてから、1921
年にファイサルがイラク国王に選出されるまで、芋づる式にデータベースで検索しながら、この時代の中東情

勢の当事者たちの行動や発言を記録する資料を見てきました。わずか 5 年ほどの期間ですが、イギリス、フラ

ンスのヨーロッパ諸国とアラブ民族が協力しつつ、他方で確執しあっていた状況が資料から見えてきます。第

一次大戦後の中東分割案を示した地図が出てきましたが、当時の外交文書に添付された地図であるだけに、生々

しさが伝わってきます。外交当局者の間で極秘に交わされた書簡に見られるストレートな表現に接することで、

当時の外交の現場に立ち会うかのような臨場感が得られます。 
 
◆収録コレクションのご紹介◆ 
今回、ご紹介した資料は、Archives Unbound の以下のコレクションに収録されています。 

イラク 1914-1974 年－英国外務省・植民地省・陸軍省・内閣旧蔵資料 
The Middle East Online: Iraq 1914-1974 
1914 年のイギリス・インド合同軍のバスラ占領から、第一次世界大戦後のイギリス委任統治領時代、1932 年の独

立に始まる王政時代を経て、1957 年のクーデタによる共和制の成立、1963 年のクーデタによるバース党政権の成

立、サダム・フセインが権力を掌握する 1974 年までの 60 年間の現代イラク史に、イギリス外務省、植民地省、陸

軍省、内閣の各政府省庁が所蔵する包括的な一次資料から光を当てます。イギリスの対イラク外交政策の大まかな

輪郭だけでなく、行政、外交、原油・武器取引等に関わる細部の事実を含め、現代イラク形成過程の全貌がイギリ

スの資料を通して浮かび上がります。 

【関連コレクション】 

第一次大戦中のメソポタミアにおけるイギリス軍 1914-1918 年－英国インド省メソポタミア局旧蔵資料 
British Campaign in Mesopotamia, 1914-1918 
インド省メソポタミア局に収蔵された電信、書簡、会議録、覚書、機密文書を包括的に提供します。 
 

フセイン王閣下 

パーシー・コックスから以下の電信を受信しました。 

「ファイサル首長を国王に選出することに関するイラク人民の意思を確認す

るために実施された住民投票は、圧倒的多数がファイサル首長の国王選

出を指示する結果に終わる。96%が支持し、4%が反対を表明。ファイサル首

長の国王就任式典は、8 月 23 日に行われる予定。」 

衷心より閣下にお祝い申し上げます。 

1921 年 8 月 20 日付、フセイン宛、イギリス領事の書簡
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アラブ・イスラエル関係 1917-1970 年－英国外務省、植民地省、陸軍省、内閣旧蔵 
The Middle East Online: Arab-Israeli Relations, 1917-1970 
1917 年のバルフォア宣言から 1948 年のイスラエル建国を経て、1970-1971 年の”Black September war”に至る

まで、約 50 年間に及ぶアラブ・ユダヤ（イスラエル）関係史をイギリスの外務省、植民地省、陸軍省、内閣が所蔵

する関係資料を収集します。 

フランスのレバノン委任統治領、キリスト教徒とイスラム教徒の関係、ベイルート駐在アメリカ領事館、

1920-1941 年－米国国務省旧蔵 
The French Mandate in the Lebanon, Christian-Muslim Relations, and the U.S. Consulate at Beirut, 
1920-1941 
ベイルート駐在アメリカ領事館と国務省の間で交わされた書簡と電信を収録します。収録資料は、アメリカ国民の

保護、貿易、船舶、移民等の領事館の通常業務を超え、1925 年のドルーズ派の反乱、キリスト教徒、マロン派、イ

スラム共同体の間の三つ巴の紛争、フランス軍による鎮圧、フランスが推進したベドウィンのシリア定住政策、民

族主義団体と反乱、反シオニズム運動、都市と農村における暴動、1936 年のフランス・レバノン条約の失敗、1939
年のシリアにおける新しい委任統治領の形成、シリア独立に対するパレスチナの見方など、広範囲に及びます。 

英国パレスチナ委任統治領、アラブ・イスラエル関係、エルサレム駐在米国領事館、1920-1944 年 
The British Mandate in Palestine, Arab-Jewish Relations, and the U.S. Consulate at Jerusalem, 1920-1944 
エルサレム駐在米国領事館と国務省の間で交わされた書簡と電信を収録します。収録資料は、アメリカ国民の保護、

貿易、船舶、移民等の領事館の通常業務を超え、パレスチナ人の他のアラブ諸国との関係、イギリスの政策、パレ

スチナと外国のシオニズム運動、パレスチナにおける共産主義、イスラム会議、人種と宗教に関わる暴動、聖地問

題、ユダヤ人とアラブ人の関係など、広範な主題に及びます。オスマン帝国が瓦解し、イスラエル国家もまだ成立

していない戦間期から第二次大戦末期まで、パレスチナが一見混沌とした状況に置かれていた時代に何が起こって

いたのかを知る上で重要な資料を提供します。 

【関連データベース】 
The Times Digital Archive 
世界的に有名なイギリスの高級新聞ロンドン・タイムズを創刊号より 2009 年※（2015 年 5 月現在）まで誌面イメー

ジで収録します。 
※2016 年には 2010 年まで、2017 年には 2011 年までと、毎年１年分ずつ閲覧可能年が増えていきます。The Times 
Digital Archive については、KINOLINE 誌 vol.36, no.1 January 2015「The Times Digital Archive ～タイムズ・

デジタル・アーカイブ～」をご参照ください。 
 
 
掲載商品のすべてのコンテンツと機能をお試しいただける 1 ヵ月の無料トライアルを受け付けております。 
掲載の商品・サービスに関するお申し込み、お問い合わせは、株式会社 紀伊國屋書店 学術情報商品部 雑誌・

電子商品課 (電話：03-6910-0518、ファクス：03-6420-1359、e-mail：online@kinokuniya.co.jp) までお願い致しま

す。 
お預かりした個人情報は、弊社規定の「個人情報取扱方針」http://www.kinokuniya.co.jp/06f/gaiyo6.htm に則り、取り扱わせて頂きます。 
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